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こ

う

然
、

江

青

被

告

4人組判決

退

廷

に

も

寝

転

ん

で

抵

抗

【
北
京
二
十
五
日
リ
近
藤
特
派
員】
大
声
で
叫
ん
だ
江
菅・
毛
沢
東
夫
人
は
が
っ
ち
り
し
た
廷
吏
に
腕
を
つ
か
ま
れ、
そ
の
腕
に
冷
た
い
手
錠
が
く
い
込

む。

張春橋元副
首
相
は

相凌わ
ら
ず
ひ
げ
面
で、
間関
い
人
民
服
の
え
り
ボ
タ
ン
を
は
ず
し、
無
表
情
に
立
つ。
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
「
林
彪・
江
背
反
革

命
集
団」
判
決
公
判
の

模様
は、
同

夜七
時
二
十
分
（
臼
本

時間
同
八
時
二
十
分）
か
ら
全
国
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た。
約
二
十
分
間
の
特
集
番
組
で
あ
る。

「
私
は
主
犯
で
は
な
い」
と
主
張
し一
聴
席
に
は
政・
劉
少
奇
元
国
家
主
席
の

路
P一
た
黄
永
勝
元
軍
総
参
謀
長
は
い
っ
そ
う一
夫
人
王
光
美
女
史
の
姿
も
み
ら
れ
た

三一
老
け
込
ん
だ
様
子。
「
イ
エ
ス
マ
ン」一
が、
判
決
の
感
想

高
か
れ
て
「
人
民

け
告一
の
あ
だ
名
を
テ
レ
ビ
の
視
聴
者
か
ら
付一
の
勝
利
で
す」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ

喜一
け
ら
れ
た
呉

議

室
軍
司

書
は、一
て
い
る。

決
江一
気
の
弱
い
性
格
を
む
き
出
し
に
お
ど
お一

一

一
日
本に
も
衛
星
中
継

忠一
ど
し
た
様
子
で
最
後
の
審
判
の
下
る
の一

死
を一
を
待
っ
た。

一

二
十
五
日
の
林
彪・
江
車問
皮
革
命
集

品一

言
支
局
二
十
五
日】

「
林
彪－

E
に
対
する
判
決
公
判
の
模
様
は、
同

お
線一
江
背
反
革
命
集
団」
の
判
決
公
判
を一
一
日
午
後
八
時
過
ぎ
か
ら
七
分
三
十
秒
に

一
聴
し
た
中
国
筋
が
二
十
五
日、
香
港
に一
わ
た
っ
て
臼
本
に

衛星
中
継
さ
れ
た。

な
い
が、
ほ
か
に
「
造
反
有
理」
「
修一
伝
え
た
と
と
ろ
に
よ
る
と、
死
刑
判
決一

江
裁
判
長
の
判
決
文
の
朗
読
が
続

正
主
義
反
対」
な
ど
と
叫
ん
だ
と
い一
が
下
り、
手
錠
を
か
け
ら
れ
た
と
た一
く。

ム人
の
墾口
た
ち
の
顔
を
カ
メ
ラ

う。

一
ん、
江
菅
聖
母
「

革命

無罪」
と
叫一
が
追
う。
中
央
に
座
っ
た
江
青
被
告

次
の
時
代
を
背
負
っ
て
立
つ
プ
リ
ン一
ん
だ。
江
撃
裁
判
長
の
命
令
で
廷
吏
が一
は、
と
う
然
と
足
を
組
ん
で
い
る。

ス
と
騒
が
れ
た
王
洪
文
被
告
は

裁判
開一
連
れ
出
そ
う
と
す
る
と、
身
を
よ
じ
ら一

「
立
ち
な
さ
い」
。
裁
判
長
の
か
ん

始当
時
の
丸
刈
り
か
ら
髪
を一
ば
し、
一
せ
て
抵
抗、

法廷
の
床
に
寝
転
が
る
よ一
高
い
声
に

十人
の
彊
昂
立
っ
た。
裁

「一
言
う
べ
き
と
と
は一
言
っ
た。
あ
と
は一
う
に
し
て

低抗
し
た。
こ
の
た
め、
女一
判
長
が
刑
を

宣告
す
る
と
同
時
に
江
青

語
界
を
望
む
の
み」
と
い
っ
た
表一
性
の
廷
要一
人
が
男

性係
官
の
助
け
を一

響、
張

襲
撃口
の
手
に、
そ
れ
ぞ

情
で
埜
属
に
着
く。
切
れ
者
の
理
論一
借
り
て
江

青墾口
の
首
を
抑
さ
え
つ
け一
れ
手
錠
が
か
け
ら
れ
た。

外電
は、
退

家
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
ぼ
う
よ
う一
る
よ
う
に
廷
外
広
引
き

ずり出
し
た
と一
廷

ずる一
江
脊
墾
昂
寝

転が
っ
て
抵
抗

と
し
た

風ぼ
う
の
銚
文
元
墾口
は
目
を一
い
う。

一
し
た
と
報
じ
た
が、
そ
の
場
面
は
な
か

っ
ぶ
っ
た
ま
ま
宣
告
を
待
つ。

一

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
と
の
自
の
傍一
っ
た。

江
育
墾口
は、
昨
年
十一
月
二
十
日

の
開
廷
当
時
に
出
ベ
、
や
や
緊
張
気

味。
毛
主
席
夫
入
と
し
て、
人
民
大
会

堂
の
豪
華

宏事
室
で
内
外
の
代
表
と

会
見
し、
宴
会
に
は、
中
国
の
フ
ァ
ー

ス
ト
レ
デ
ィ
ー
と
し
て、
き
ら
び
や
か

な
中
国
式
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
込

ん
で
参
会
者
を
ア
ッ
と
言
わ
せ
た

昔年

の
栄
撃
は、
「

革命

無罪」
（

革命
に

罪
は
な
い）
を
叫
ぶ
黒
い
人
民
服
姿
の

彼
女
か
ら
は
も
う
う
か
が
う
と
と
は
で

き
な
い。
テ
レ
ビ
画
面
で
は
確
認
で
き

墾口
に
十
分
な
弁
護
の
機
会
も
与
え
て一
を
残
し
た
と
と
忙
な
ら
な
い
の
か。

い
な
い。
江
青
被
告
は
正
式
に
党
大一

中
国
の
椴
力
吋一

接、
ま
だ
不
透
明

会、
中
央
委
員
会
で
選
ば
れ
た
り
l
ダ一
な
部
分
が
多
い一

華
民
をど
う
処
断
す

ー
だ
っ
た
は
ず。
民
主
的
な
法
体
系
を
一
る
か、
今
後、
答
の
席
で
毛
沢
東
の
資

う
た
い
な
が
ら、
そ
の
第一
歩
で
浬
不
一
任
を
ど
う
追
及
ケ
て
行
く
の
か。
理
念

尽
な
政
治
裁
判
を
し
た
ζ
と
は、
ζ
れ一
と
そ

決着
が
つ
付
た
と
は
い
え、
文
革

か
ら
の
四
つ
の
現

代化
の
前
途
に
汚
点一
全
体
の

渋替
は
ま
だ
つ
い
て
い
な
い。

一
告
が
無
期
だ
ふ
た
の
は、
意
外
だ
っ

文

革

の

意

味

一
た。

一

付

け

に

決

着

一
中
国
の
死刑
喜
朝
の
時代
か
ら
刑

一
の
宣一
と
勢十
ぽ
別
々
で、

勢付
は
秋

P
竹
内
実
京
大
教
綬
（
現
代
中
国）

一
に
行
わ
れ
た。
マ
の
聞
の
態
度
に
よ
っ

私
畿
勝
機
ゐ
p

江
育、
張一容
一
て
は
滅
型〔」
れ
古
ζ
と
も
あ
り、
江
育

弘
子
溜

し
そ
溝

橋
一
墾
毘
つ一

墾同
た
ち
も
終

請
に
な
る
だ
ろ
う。

十一一

不

安

穴
い
て
は、
ほ一
い
ず
れ
に
し
ろ「

郡
小平
氏
は
と
の
裁

中
嶋
嶺
雄
東
京
外
国
語
大
教
短
（
現一
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る。

一
JW

C

：
v

，

ぼ
予
想
し
た一
判
で
文
革
の
、一
花

喜
を
つ
け、
政

弘

議

夢v

代

富）

一

裁
く
側
に
と
っ
て
は
不
安
な
裁
判
で
一

議

綴

綴
灘
、

通
り
だ
っ
一
治
目
的

棄

す
た
ζ
と
に
な
る。

難
語
類
縁
雌
伊

文
革
を
批
判一
あ
り、

妥
協
の
判
決
だ
っ
た。
文
革
中
一
た。
し
か
し、
想
像
を
絶
ず
る
知
識人一

郎
氏
が江

差
ら
を
即
時
処
刑
に

；一
二三が
し
て

喜一
言
に
な
っ
た

震

で、

重
遣
を
し
た

花
大

蓄
の

署阿

部

τ
な
か
っ
た

台、
著
者
と
し
て

醜
態

仁川
＼

七

か
ら
見
て一
で一
貫
し
て
罪
を
否
認
し
た
江
育、
張一
り
込
み
隊
長
と
も
い
え
る
銚
文
元

警一
の
自
身
の
イ
メ
寸
ジ
ア
ッ
プ
を
ね
ら
い

d
調
鱗
轍
鳴

も、

撲
の一

震

警
の
態
度
は
共
感
を
呼
ん
で
も

京
割
に
軽
い
刑
だ
っ
た
こ
と、
態
度
を一

受

章
に

会
し
た
大
量
の

査
の

惑
い
判
決
だ
っ
た。
中
世
の
魔
女
狩
り一
い
る。
お
ま
け
に
告
発
は一
方
的
で、
一
悔
い
改
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
王
洪
文
被一
反
発
を
避
け

袋毛
沢
東
批
判
に
よ
っ
て

・

・

一
レ
ビ、
ラ
ジ
オぢ
ニ
ュ
ー
ス
で
ほ
え
ら

「

妥

当

な

向
車
八
一
民
衆
評
価

ト
目

立

E
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二
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、w
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L
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夕刊紙「北京晩

【
北
京
二
十
五
日
H
近
藤
特
派
員】
一

申串博
物
館
東
隣
の
公
安
省
大
講
蛍
（
北一
乗

用車、
パ
ス
が
次
々
と
同
博
物
館
北

一
と
し
て
は
異
例
の

「
林
彪・
江
背
反

革命

集団」

裁判
の

一京市
正
義
路一
号）
が、
二
十
五
呂
の一
門
前
に
到
着、
八
百
人
を
超
え
る

傍聴

一
面
ト
ッ
プ
で
報

判
決
公
判
は
零
下一
五
度
の
厳
し
い
寒一
歴
史
的
判
決
の
舞
台
と
な
っ
た
が、
と一
人
が
法
廷
へ
入
っ
て
い
っ
た。

い
合
う
か
つ
と
う

さ
の
中
で
開
か
れ
た。
天
安
門
前
の
歴一
の
日
朝
八
時
過
ぎ
か
ら
傍
聴
人
そ
運
ぶ
一

ζ
の
自
の
公
判

開廷
は、
前
夜、
テ

す
姿
が
見
ら
れ

中
国
の
最
高
人
民
法
院・
特
別
法
廷
は
二
十
五
回、
「
林
彪、
江
育
反
：

革
命
集
団」
裁
判
で、
江
青
輩ロ
と
張
春
橋
墾
尼
執
行
猶
予
二
年
付
き
……

の
死
刑
（
終
身
政
治
権
利
は
く
奪）
な
ど
の
判
決
を
言
い
渡
し
た。
江
青

墾口
ら
が
即
時
処
刑
さ
れ
る
事
態

iE・
E・－v

と
そ
免
れ
た
も
の
の、
政
治
色
の

ユ

昌喜達一
言＝EF色

濃
い
判
決
は
あ
ら
た
め
て
中
国
の

量＝

山門店虜岨
量一＝＝＝zr

政争
の
激
し
さ
を
見
せ
つ
け
て
い

重
量
喜

再MUFR詰E
弓

る。
と
の
判
決
を
ど
う
受
け
止
め

4－
E

霊園『量

富喜一一『

た
か、
各
界
に
聞
い
た。

1・Z
E－－－zti

現
代
化
に
汚
点
を
残
す

何
で
も
や
り
ま

い
い
登
山
ぐ
っ

さ
え
あ
れ
ば、

車登
り
も
難
し
い
ζ

と
で
は
な
い」
。
七一
年
か
ら
八
年

間、
カ
ナ
ダ同
古
ガ
イ
ド
協
会
の
会

長
を
つ
と
め
る。一

今
回
の
来
日
は、
と
の
四
月、
彼

の
ス
キ
l
場
で
毘
か
れ
る
国
際
障
害

者
大
会
に
日
本
選
手
の

参加
を

勧誘

す
る
た
め。
大
阪、
京
都
な
ど
を
回

っ
て
友
人
と
旧
交
を
あ
た
た
め
る。

「
カ
ナ
ダ
へ
日
本
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が

ア
・
一

イ
ン
コ

デ
イ
級

ナ
ャ
よ
。

カ
シ

歳

J
ン
人
UA

仰

サ

配
。

G
の
支
つ

一

総
持

R
キ
副
を

ド

ツ
揚
格

川口一
資

k
・

キ
の

ン
ス
チ

４人組判決　最後まで無罪絶叫-現代化に汚点を残す


